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2024 年度業務実績報告書 

提出日 2025 年 1 月  日 

 

１．職名・氏名   教授・川村みどり      

 

２．学位  学位 博士、専門分野 保健学、授与機関 金沢大学大学院、授与年 2018 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

学部 2 年  精神看護学概論（1 単位、前期） 精神看護学（2 単位、後期） 

3 年  精神看護学演習（2 単位、前期） 精神看護学実習（2 単位、後期） 

4 年  卒業研究（3 単位、通年）        精神看護発展セミナー（1 単位、前期） 

看護教育学（1 単位、後期）＜履修生なし＞ 

大学院 修士課程  看護教育論（2 単位、1 年後期）＜履修生なし＞  

精神看護学特論（2 単位、1 年後期）＜履修生なし＞  

精神看護学演習（4 単位、1 年前期）＜履修生なし＞、 

精神看護学特別研究（10 単位、2 年通年）＜履修生なし＞ 

健康生活科学特論（2 単位、1 年次）＜履修生なし＞ 

大学院 博士課程  健康基礎科学特別研究（6 単位） 

 

②内容・ねらい 

学部の専門領域の授業では、精神看護学を学ぶ目的や目標を学生に伝え、専門知識の積み上げ

を行った。また、国家試験出題基準（厚労省）をキーワードとして、自己学習のヒントとして

提示した。実習に取り組む自身をイメージできるように、先輩たちがどのように座学での知識

を生かして、対象理解を深めていたのか具体的に例示した。 

大学院では、院生による自由な発言を保証しつつ、ゼミを行った。 

 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

学部 2 年生対象の精神看護学概論、専門領域の学習の導入科目として、身近な話題から徐々に

障害をもつ人への支援について、興味をもつように時事問題を引きながら講義した。精神看護

学は、実習で専門職者と話す際に背景知識として用語の概念を理解するように講義した。授業

中は学生達にマイクを回し、質問よりも対話となるような問いかけをして、考える時間を設け

た。３年次の演習および実習は、看護過程の展開を座学で一通り考えることで実習へとつなげ

るようにした。実習では、医療的な問題と患者本人の強みとのバランスに着目して、看護過程

を展開するように支援した。 

(2)その他の教育活動 

内容 

看護学科の教職課程を担当する、非常勤講師の講義、演習、実習をサポートしている。その際、

ゲストスピーカーの招聘、フィールドワークの準備など、養護実習の充実を図った。 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

 

【0本】 

②学術論文（査読あり） 

1. A Study of Subjective Experiences of Medication among Community-Dwelling People 

with Schizophrenia、福井県立大学論集、(61)、2024、KAWAMURA Midori、KAWAGUCHI 

Megumi、NAKAMOTO Akiyo、KATAYAMA Miho、MORIOKA Hiromi（印刷中） 

【1本】 

③その他論文（査読なし） 

 

【0本】 

④学会発表等 

1. Guidelines for After-Death Care in Japanese Nursing Education, 27th East Asian Forum 

of Nursing Scholars (EAFONS 2024), 2024.3.6-7 in Hong Kong, Hiromi MORIOKA, 

Akiyo NAKAMOTO, Megumi KAWAGUCHI, Midori KAWAMURA, Miho KATAYAMA. 

2. 遺された家族と行うエンゼルケア ―看護師の体験から―、第 44 回日本看護科学学会学術

集会、熊本、2024 年 12 月、森岡広美、川口めぐみ、中本明世、片山美穂、川村みどり． 

 

【2件】 

⑤その他の公表実績 

 

【0本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学外】 科研、若手研究、2020-2024 年度 

テーマ：地域で生活する統合失調症をもつ人が「薬を飲まない」選択を考える時の主観的体験 

 

(3)特許等取得 

 

 

(4)学会活動等 

看護実践学会 査読委員（2016 年 7 月から 2025 年 3 月末まで） 

看護探求 零の会 会員（事務局＠大阪、2022 年 12 月～現在に至る） 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

1. 福井県看護協会 看護基礎教育検討委員会 委員（2021 年 9 月～現在に至る） 

    2024 年度 委員長 

2. 日本養護教諭養成大学協議会 会員大学 評議員（2022 年 4 月～現在に至る） 

3. 北信越ブロック精神保健福祉研修会 第 2 分散会 講師（2024 年 10 月 19 日、福井市） 

4. 福井県精神保健福祉家族会連合会 家族相談研修会 講師（2025 年 3 月 15 日、福井市） 

5. オンデマンド公開講座「看護職リカレント教育」看護研究っておもしろい！研究のヒントが

見つかるかも？！ 第 3 回 精神障害をもつ人の回復を支えるケア（2024 年 6 月、11 月 1

日～12 月 20 日) 

 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

教職課程部会（2021 年 9 月～現在に至る） 

看護学科 カリキュラム検討委員会（2023 年 4 月～現在に至る） 

(3)学内行事への参加 

 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 

 


